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 ● 科研費基盤研究 (A)「古代・中世の全地震史料の校訂・電子化と国際標準震度データベース構築に関する研究」（代表 石橋克彦）
 ● 科研費基盤研究 (B)「古代・中世の地震史料の校訂・データベース化と共有型拡張・活用システムの開発」（代表 石橋克彦）
 ● ひずみ集中帯プロジェクト「古地震・津波等の史資料の収集と解析」
の成果である。
資料29-3　時間で情報を可視化した例
